
拝啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は、アメリカ広葉樹輸出協会（AHEC）並びにアメリカ広葉樹に格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。

弊協会では来る6月28日（水）に宮城県仙台市の勝山館にて「アメリカ広葉樹建築家セミナー」を開催いたします。弊協会は1992年よりセミナーやエコ・
プロジェクトの開催、見本市への出展等によりアメリカ広葉樹材の有効利用を日本市場へ積極的にプロモートしてきました。おかげさまで建築家、デザ
イナー、家具・内装材メーカーの皆様に広く認知頂いています。

今回のテーマは「建築の可能性」です。日本側からは飯田善彦建築工房の飯田善彦氏より氏の設計テーマである「そこでしかできない建築を考える」
をテーマに設計における場所との関わりや設計への取り組み手法についてお話しいただきます。米国側からは2016年のAIA HOUSING AWARDを受賞された
Cutler Anderson ArchitectsのJames Cutler, FAIA氏より「Honoring Materials （素材への畏敬）」のテーマで建築と素材との関係性や氏の建築について語っ
ていただきます。さらにアメリカ広葉樹業界の現状や今後の方向性についてより深く知って頂きたいと全米広葉樹製材協会の主任等級検査官 デイナ・ス
ペサート氏から広葉樹の等級格付の方法をはじめ米国の広葉樹業界の現状について、木材塗装研究会の長澤良一氏からは広葉樹の塗装法や塗料について
説明いたします。セミナー後は、講師諸氏との意見交換や参加者の懇親の場としてレセプションも予定しております。

多くの皆様のご参加をお待ちしております。
敬具　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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アメリカ広葉樹建築家セミナー 「建築の可能性」

1950 年埼玉県浦和市生まれ。1973 年横浜国立大学工学部建築学
科卒業後、計画・設計工房、建築計画（元倉真琴との共同主宰）を
経て、1986 年飯田善彦建築工房設立。
2007-2012 年横浜国立大学大学院建築都市スクール Y-GSA 教授。
現在、法政大学大学院客員教授。2014 年より JIA 神奈川代表。
主な作品：川上村林業総合センター  森の交流館（1997 年日本建
築学会作品賞）、名古屋大学野依記念物質科学研究館・学術交流
館（2004 年 BCS 賞、中部建築賞、愛知県まちなみ建築賞）、横須
賀市営鴨居ハイム（2009 年神奈川建築コンクール優秀賞、よこす
か景観賞）、沖縄県看護研修センター（2015 年環境建築賞最優秀
賞）、龍谷大学深草キャンパス和顔館（2016 年 BCS 賞、京都建築
賞優秀賞）、大和町団地（2016 年神奈川建築コンクール最優秀賞）
など。
株式会社 飯田善彦建築工房
〒231-0041 神奈川県横浜市中区吉田町 4-9
http://iida-arc.com

1977 年よりカトラー・アンダーソン建築設計事務所を共同主
宰。土地や計画、そして文化的環境についての造詣の深さで知ら
れており、事務所は全米及び地域レベルで 50 以上のデザイン賞
を受賞している。
ペンシルバニア州立大学で建築学学士号と修士号を取得。さらに
ルイス・カーンスタジオ課程でも建築学修士号を取得。全米５州
の登録建築家であり、ダートマス大学、ハーバード大学大学院、カ
リフォルニア州立大学バークレー校をはじめ、ペンシルバニア、
オクラホマ、ワシントン、オレゴンの各州立大学で建築デザイン
を講義する。

Cutler Anderson Architects
135 Parfitt Way SW, Bainbridge Island, WA 98110, USA
http://www.cutler-anderson.com 
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1946 年川崎市生まれの東京育ち。1968 年芝浦工業大学工業化学
科卒業。
木材用塗料メーカー、ユニオンペイント株式会社入社、技術部に
て木材家具用塗料の開発および塗装技術指導。取締役技術部長。
1999 年木材用塗料メーカー、キャピタルペイント株式会社東京
営業所所長、現在に至る。
この間、木材塗装研究会（色材協会および日本木材加工技術協会
の内部組織）の運営委員として木材塗装の普及や啓蒙に努める。
木工塗装一級技能士、埼玉県技術アドバイザー、東京都テクニカ
ルアドバイザー、木工塗装中央技能検定委員
著書 「手づくり木工大図鑑」（共著 講談社）長澤 良一

Ryoichi Nagasawa
木材塗装研究会運営委員

家族が製材所を経営していたことから等級検査官の仕事に就き、
以来 28 年以上にわたり広葉樹製材等級検査官を務める。2010 年
からは全米広葉樹製材協会の主任等級検査官として、多くの製材
会社、建築家、家具メーカー、また世界中の広葉樹の関係者に対
し全米広葉樹製材協会の等級格付について説明している
スペサート氏の広葉樹製材等級検査官としての経験とノウハウ
は米国広葉樹業界内でも卓越している。

平成29年6月28日（水）セ  ミ  ナ  ー　　午後1時30分〜5時30分       勝山館　4F 彩雲の間
レセプション       午後6時〜7時30分
〒980-0011 宮城県仙台市青葉区上杉2-1-50 TEL. 022-213-9188

「米国広葉樹市場に基づく最新の広葉樹製材等級格付」
午後１時 45 分〜２時 45 分

「広葉樹の魅力を活かす塗料と塗装」
午後 5 時〜5 時 30 分

「そこでしかできない建築を考える」
午後 4 時〜5 時

「Honoring Materials （素材への畏敬）」
午後 2 時 45 分〜3 時 45 分

京都府立京都学・歴彩館　写真/鈴木研一写真事務所 Beaux Arts Residence, Washington


